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平成平成平成平成２９２９２９２９年度第年度第年度第年度第１１１１回回回回新居浜市総合教育会議新居浜市総合教育会議新居浜市総合教育会議新居浜市総合教育会議会議会議会議会議録録録録    

 

１ 開催日時  平成２９年１２月７日（木）１３：３０～１４：１０ 

 

２ 開催場所  市役所庁舎３階 市長応接室 

 

３ 出 席 者  新居浜市長 石川勝行、教育委員会教育長 関 福生 

        教育委員会委員 伊藤嘉秀、長野美和子、近藤智佳 

        事務局 

 教育委員会事務局長、企画部総括次長、 

教育委員会事務局総括次長（社会教育課長）、教育力向上戦略監、 

教育委員会事務局次長（学校給食課長） 

         総合政策課主幹、総合政策課副課長 

 

４ 欠 席 者  教育委員会委員 宮内文久 

 

５ 会議事項  （１）新居浜市学校給食施設整備基本計画（案）について 

（２）その他 

 

６ 会議録 

企画部総括

次長 

 

 

 

 

 

 

全員 

 

企画部総括

次長 

 

 

 

定刻になりましたので、ただ今から、平成２９年度 第１回 新居浜市総合

教育会議を開催いたします。 

まず、構成員の皆様の出席状況でございますが、本日は、宮内委員が所用

によりご欠席でございますので、ご報告申し上げます。 

次に、会議公開の取扱いについてでございますが、本日の会議につきまし

ては、非公開とする内容はないと考えられますので、原則どおり、本日の会

議を公開とし、傍聴等を許可したいと思いますが、よろしいでしょうか。 

 

（了承） 

 

 では、そのようにさせていただきます。 

それでは、会議の開会に当たりまして、主催者であります石川市長からご

挨拶をいただきたいと思います。 

市長、よろしくお願いいたします 
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市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

企画部総括

次長 

 

 

 

 

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

市長 

本日は大変お忙しい中、お集まりいただきまして誠にありがとうございま

す。 

新居浜市総合教育会議の開催に際しまして、一言ご挨拶を申し上げたいと

思います。 

平素より、皆様には、本市教育行政の推進に格別のご理解・ご協力をいた

だいておりますことに対しまして、この場をお借りいたしまして厚く御礼申

し上げます。 

 皆様ご案内のとおり、本日の新居浜市総合教育会議は、首長である私と、

教育委員会の皆様が、十分な意思疎通を図り、本市教育の課題及び目指す姿

等を共有し、同じ方向性のもと、連携して効果的に教育行政を推進していく

ために設置しているものでございます。 

本日、ご協議をお願いいたしております項目も、子どもたちが成長してい

く過程におきまして非常に重要なものであると認識いたしており、皆様から

もより多くの忌憚のないご意見をお聞かせ賜りたいと存じます。 

どうか、よろしくお願いいたします。 

 

ありがとうございました。 

会議の進行でございますが、この会議は市長が主宰するという形になって

おりますので、以降の進行は石川市長にお願いしたいと思います。 

なお、本日は、傍聴の方が６名おいでになられております。 

では、石川市長よろしくお願いいたします。 

 

 それでは、これより進行を務めさせていただきます。 

 本日の協議事項は、「新居浜市学校給食施設整備基本計画（案）について」

でございます。 

 本市の学校給食施設につきましては、多くの施設が昭和５０年代から６０

年代初めに改築され、３０年以上が経過し老朽化が進んでおりますことか

ら、市全体の施設を対象とした整備計画の策定が課題となっております。 

 この度、教育委員会におかれまして、「新居浜市学校給食施設整備基本計

画（案）」が策定されたとのことですので、本日はこの（案）につきまして、

協議をいただきたいと存じます。 

それでは、詳細につきまして、教育委員会事務局から説明をお願いします。 

 

（資料を基に説明） 

 

教育委員会事務局から「新居浜市学校給食施設整備基本計画（案）」につ
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伊藤委員 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近藤委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長野委員 

 

 

いて説明いただきましたが、ただ今の説明に関しまして、ご不明な点も含め

まして、ご質問やご意見がございましたら、お願いいたします。 

 

 １点確認なのですが、２ページに「新居浜市学校給食検討委員会による調

査」とありますが、選ばれた市民の方とか、市民の声というものがこの資料

の中に活かされているということで言えば、この検討委員会ということでよ

ろしいでしょうか。 

 

まず検討委員会の構成についてご説明申し上げます。委員長は今治明徳短

期大学の藤田氏、副委員長は新居浜市学校給食会の会長の小学校校長で、そ

の他、各学校現場の栄養士さん、調理員さんを含めましてお寄りいただき、

また市民公募もさせていただいて、この学校給食検討委員会でご審議をいた

だいたというのが１点でございます。 

 もう１点でございますが、それ以降、平成２６、２７、２８年度及び２９

年度半年を経過しておりますが、現在までこの基本計画（案）の策定をする

にあたり、改めて給食現場の方々のお話しも聞かせていただき、また今年度

ではございますがＰＴＡ連合会ともご協議をさせていただき、この原案を作

らせていただいたということでございます。 

 

 ３ページの基本方針の達成可能性のうちの（９）災害時にも対応できる施

設に関して、共同調理場及び単独調理場とも○となっていますが、具体的に

教えてください。 

 

 ３ページの下のスライドでございます、（９）災害時にも対応できる施設

で、共同調理場、単独調理場、両方に○を入れているというところのご質問

をいただいております。この基本方針（９）の考え方でありますけれども、

学校給食検討委員会から付帯意見としていただきました「災害時に対応でき

る施設ができればより良いものになると思う。」というご意見を達成できる

かどうか、という項目でございます。センター方式、自校方式ともに、自家

発電装置や備蓄倉庫等の整備、正直なところ現在の学校給食センターにない

ようなものも含めて設備をきちんと行い、より良い施設にするということ

で、両方○にさせていただいております。 

 

 基本計画（案）では共同調理場を作るという計画で進めておられますが、

センター方式にしますとそれぞれの地域に１施設ということになり、自校方

式ですと、現在各学校にある給食施設について、校区の中で活用できる施設
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事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関教育長 
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長野委員 

 

 

 

 

 

 

にもなったらと思います。ただ経過年数がずいぶん来ているということで、

そのまま置いておくことは難しいのかもしれませんが、その辺りはどのよう

に考えておられますか。 

 

 自校方式とセンター方式、それぞれメリット、デメリットがございます。 

自分の校区内に調理施設があるということは、安心感もあろうかと思いま

す。メリット、デメリットは様々ございますけれども、最終的に本日ご説明

をさせていただきました、センター方式を選択する理由といたしまして、第

一に子どのたちのため、できるだけ早期に整備いたしたいという点がござい

ました。このことから、今回、センター方式を選択する判断をさせていただ

きました。どちらもメリットデメリットはございますので、どちらかの方式

を選択いたしましたら、そちらの方式のメリットを活かし、デメリットをで

きるだけ軽減するという形で取り組む必要があると考えております。 

 

 今の長野委員さんのご意見ですが、例えば若宮小学校については３月３１

日で閉校となります。現有の施設をいかに利活用するかという議論をしてお

りますが、例えば、現在の給食施設を更地にするということはないかと思い

ますが、しかし衛生管理上、今の状態を維持することは困難であります。そ

のような中で、皆さんと知恵を出し合いながら、施設として有効活用してい

くか、あるいは土地を一度更地にして、新しいものとして利活用を図るか、

今後検討ということになると思います。 

 

 大変失礼いたしました。申し訳ございません、今、教育長が申し上げた内

容に加えてということになりますが、計画いたしておりますのは、共同調理

場方式の場合は、今の学校給食センターもそうですが、各学校に配膳室は必

要でございます。トラックを着けやすい場所ということになりますと、配膳

室の候補といたしましては調理室になろうかと思いますので、配膳室として

活用していくことにはなろうかと思います。 

 

 当時の検討委員会の方にも一度出させていただいて、話もお聞きした経緯

もありますし、その時にいろいろな方のお話を聞きながら、自校方式の良さ

というものを改めて認識し、それがずっと新居浜市でこれまで続けられて来

たことを本当に素晴らしいことだと実感いたしました。 

ただ、自分自身も学校に勤務いたしておりました時に、自校方式において

は衛生管理の面で心配な部分がありました。例えば、調理場に専用のトイレ

が無く、そのため調理員さんは一般のトイレを使用していました。どこの学
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校もそのようであったかと思います。それ一つ取っても、どういうことはな

いと言われるかもしれませんが、今の時代、様々な事態が想定される時に、

それは何とかならないかと思いました。 

中萩小学校であれば非常に狭い所に立地されていますので、あれ以上広げ

ることは不可能ですし、危険ということもあります。金子小学校も校舎の間

の狭い所に給食室があり、新たに何かをするとなると、今度は子どもの教育

活動全体に影響してくると思われます。やむにやまれない、トイレができな

いということ等も理由かと思います。 

自校給食で自分自身も給食を食べてきましたし、自分の家族も、子ども達

もそうで、ありがたかったのですが、今から衛生面、安全・安心を第一に考

えた時に、新しい施設で安全性が確保される、そういう給食が提供できる施

設が必要ではないか。その施設が今の学校の中に整備可能であればもちろん

自校方式と思いますし、非常に難しい面があるのであればセンター方式とい

うことも止むを得ないのではと思いました。 

いろいろな事でその当時出しました意見も考えていただけているように

思いますので、これを形だけのものにしないで、新居浜方式というような形

で、どういうふうにすれば各学校に活かされるかということをこれからも検

討していただいて、皆さんの意見も聞きながら進めていただけたらありがた

いと思います。 

 

 今の長野委員さんのご意見、非常に素晴らしいと思います。私も今の説明

を聞きまして、老朽化と、汚染作業区域と非汚染作業区域等が分かれていな

い点は早急に何とか対処しないといけない、今の自校方式での給食室は、早

急に新しくしないといけないことは理解しました。そしてまた、先ほど質問

させていただきましたが、市民からの、専門的な方も含めてのご意見をいろ

いろ聞いたうえでの計画だと分かりましたので、この計画で進めていただけ

るのが良いと思います。 

地元の農産物生産者の方のお話をお聞きしましたら、「なかなか小中学生

全員の食材を今の新居浜市の生産者が準備するように言われても、難しい面

がある。」とのことでした。その中でも、できるだけ地産地消で地元の食材

を食べてほしいと思いながら給食の方に入れさせていただいている生産者

は、一か所まとまった所に入れるのではなく、こちらの小学校にいくつ、来

週はこちらの中学校にいくつと、分散化された形も取られているということ

でした。地元の調味料を作られている企業さんからも、「やはり配送方式と

なると、大企業との競争で非常に厳しくなっている時代であり、配送面で、

一括でどんと入れられるような方式でないと、なかなか地元の企業は競争に
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負けてしまう部分があります。」という意見も聞いております。そういった

面でも、食材、調味料を準備できると、そういうところに生きがいを感じな

がら生産者もやっているということを活かすためにも、ぜひセンター方式

で、よりみんなが活躍できるような場所を作っていただきたいと思います。 

 

 小学生の子どもがいるので、これから中学生になっても給食にはお世話に

なるということを考えますと、親としては、自校方式であれ、センター方式

であれ、とにかく安全が第一であるということです。そういう意味から考え

ると、私も子どものころから自校方式でお世話になっており、その良さは十

分分かっておりますが、土地の確保等が難しいことと、老朽化ということを

考えますと、こういう流れになっていくことは仕方がないのかなと思ってい

ます。やはり自校方式でやっていく時の金銭面で、お金の事ばかりを言いた

いのではないのですが、この金銭的な負担を、今後子どもたちに残していく

かもしれないということも考えました。 

伊藤委員さんから地元の食材と言う話がありましたが、今日は給食に地元

の誰々さんのほうれん草が入っていますとか、人参が入っていますとかいう

ことも、子ども達は楽しみにしていて、社会見学でその方の畑に行って、「こ

の人が野菜を持ってきてくれる人なんだな。」と、社会とのつながりという

ことが給食の中で一つの楽しみ、皆が学んでいるようなこともあります。バ

イキング給食等でいろいろ子どもの楽しみ、食育の面でも、何とか工夫して

やってくれようとしていること、今後センター方式になっていったとしても

最大限皆さんでいろいろ考えてくださることが、説明をお聞きしてよく分か

りました。 

 

 センター方式でということで、更にそれに要望と言う形ではないのです

が、学校給食施設というと、どう考えても調理場がメインになるかと思いま

すが、この頃思いますのは、子どもたちは普通に教室で食事をするというこ

とは何十年も昔からその形があるのですが、ランチルームをどこか学校の中

に設置する、そういうことも含めての学校給食施設を考えてみてもよい時期

ではないかなと思います。ランチルームというのはただ集まって食べるだけ

ではなく、皆でいろんな人たちとの交流もあり、これから社会に出て行く子

どもたちに、マナー等いろいろな面で教育的な意味も大きいかと思います。

そういうことも含めながら、給食について考える機会にしていただいて、場

所の都合等、様々な意見もあるかと思いますが、幅を広げて、より良い給食

を子ども達に提供し、それが子ども達の力になって育っていくような、そん

な方面での検討をしていただきたいと思います。 
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本日は、皆さんそれぞれのお立場や経験からの貴重なご意見を賜り、あり

がとうございました。 

今後は、教育委員会の方で先ほどの説明にもありましたが、今月の１１日

から来月の１２日までパブリックコメントを実施して、そこでいただいた意

見をもとに、また本日いただいた皆さんからの貴重なご意見も参考にしなが

ら、最終的な計画（案）を教育委員会の方で取りまとめていただきたいと思

います。そして我々市といたしましては、その中で予算を伴うものにつきま

しては、予算措置を予算査定の中で検討をしていくという段取りを考えてお

ります。 

先ほど長野委員さんがおっしゃったランチルームというと、学校施設その

ものということになりますが、給食ももちろんですが、学校全体をどうする

かという問題もあろうかと思います。その辺りも含めて、予算の中で検討さ

せていただいたらと思います。 

本日の議案につきましては、ご了承いただくということでよろしいでしょ

うか。 

 

（了承） 

 

そうしましたら、次の手続きを進めさせていただきたいと思います。 

以上が本日予定いたしておりました議題でございますが、せっかくの機会

でございますので、その他、この際皆さんで協議したいことがありましたら、

お願いいたします。 

 

 １１月に教育委員会で先進地研修として大阪府と滋賀県へお伺いさせて

いただきました。その中で、小学生からの英語教育ということで見させてい

ただきまして、ＡＬＴの方の増員をしてネイティブの英語に触れられる環境

づくりをされている所も拝見いたしました。これから学習指導要領も変わっ

てまいりますし、英語が小学校の中に入ってくることは間違いないことです

ので、できればそういった対応もこれから検討いただければと思いますし、

教育委員会の皆さんの意見として、そういったお願いさせていただきたいと

思っています。 

 

この点に関しましては教育長からも聞いておりますが、英語を話せるよう

な子どもたちを作ることは重要と私も思っており、実は、３名だったＡＬＴ

を８名増員し、現在１１名体制で対応しております。これは実は特別交付税

を取り込む対象にもなっておりますので、財源的にもかなり良いもので、も
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う少し増やす方向も検討したいと考えております。できましたら、「新居浜

市は英語のできるまち」、そのようなまちを目指すのも一つかと考えており

ます。 

皆さんの具体的なご意見もいただきながら進めていきたいと思っており

ます。 

 

 話せるということに重点を置くと考えた時に、話せることも大事なのです

が、読み書きがある程度できるということも非常に大事だと思っています。

小中学生が塾に行かなくても、それなりに基本的なことが学校だけでちゃん

と学べて習得できる環境を作ることも重要だと思いますので、ＡＬＴと学校

の先生との連携を更に取っていただいて、先生方も小学校の先生はお忙しい

とは思いますが、「楽しむ英語」から、もう一つ次の「使える英語」という

ものをどのように子どもたちに教えていくかということも、教育の全体も考

えながら皆で良いものをつくれたらと思います。 

 

 是非いろいろと提案をしていただいて、ご意見をいただいたらと思いま

す。 

 

 先進地研修でＩＣＴの関係で学校施設も色々と見させていただいたので

すが、エアコンの設置、トイレの洋式化が進んでいる所も見せていただき、

新居浜はまだまだと感じました。エアコンにつきましては、今、業務改善、

働き方の見直しということで取り組まれて、新聞でも盛んに学校の先生方の

働き方を取り上げているのですが、学習内容がこれからどんどん増え、今の

時間数でそれをやっていかなければならない中で、エアコンを設置し夏場で

も学習できる環境を整備いただき、それと同時に、長期の休業についてもど

れ位にするか、その期間にもう少し自由に期間を設定するなどして、ゆとり

が持てるような、そういう事も取り組むよう考えていただけたら、少しずつ

変わってくると思いますので、ぜひお願いしたいと思います。 

 

エアコン設置とトイレの洋式化については、ずっと議論されてきているの

ですが、お隣の西条市さんもエアコンを設置するということで出ておりまし

て、それにどうこう言うのではないのですが、できましたらエアコンを計画

的に早期に入れたいと考えております。トイレにつきましては、災害対応と

いうことで、国の予算についても検討しながら、何とか考えていきたいと思

っております。 

ＩＣＴ、タブレットの活用につきましては、良いことと思いますし、他で
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もされており、本市でもできたら良いのですが、学校の先生方の対応はいか

がでしょうか。 

 

大丈夫だと思います。 

 

この点につきましても、教育委員会でよく議論をしていただき、ご意見を

いただいたらと思っております。 

他にはございませんか。 

（無し） 

それでは、本日はいろいろと議論をいただきまして、ありがとうございま

した。 

このような機会もございますが、どのような機会でも結構ですので、お気

付きの点がございましたら、ぜひお聞かせいただきたいと存じます。 

大変お忙しい中、ありがとうございました。 

これをもちまして本日の会議事項を終了させていただきます。 

 


